
⚾下松工業硬式野球部通信⚾ 

☆この冬の目標 ～１年生 Ver.～ 

 １年生にこの冬の目標を宣言してもらいました。有言実行！！ご覧ください(２年生のこの冬の

目標は、以前の【第 3 号(10 月 21 日発行)】に掲載しています)。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★☆グラウンド内野を『黒土』 にすることが決定！☆★ 

 この度、学校の練習グラウンドの内野部分に「黒土」を入れることが決まりました。現在の真砂土から

黒土に代わることで様々なメリットがあり、例えばイレギュラーバウンドやスライディングによ

る怪我の防止、ボールの摩擦による消耗の軽減などです。そして何より、大会で使用する球場、高

校野球の聖地・甲子園球場はもちろん黒土です。公式戦

を意識したより実践的な練習が今後可能です。選手

は恵まれた環境の中、より練習に熱を入れ、成果に結

びつけてくれるはずです。 

 この黒土事業を実現できたのは、野球部後援会をは

じめ、OB 会・父母会・本校野球部を応援してくださ

る全ての方のおかげであり、選手・スタッフ一同、深

謝いたします。 

 ★冬休みに準備をはじめ、年末には工事完了の予定

です。ぜひ、黒土が入った新しいグラウンドに足をお運

びください！ 

 

 

○令和４年 野球部後援会の募金活動と寄付金のお礼 

本校野球部後援会に対し、過分な御寄付を賜り誠にありがとうございました。皆様の御支

援のおかげをもちまして、今夏の第１０４回全国高等学校野球選手権山口大会では、２９年

ぶりのベスト４に進出することができました。古豪復活を目標に掲げ、今後一層、高みを目

指し精進して参る所存でございます。 

いただきました御芳志は、選手が大会で十分に力を発揮できますよう用具代・マイクロバ

ス経費、グラウンドの黒土整備費等すべて本校野球部のために使わせていただきます。 

今後とも、本校野球部及び後援会に対し、格別の御支援、御助言のほどお願い申し上げるととも

に、皆様の御健勝、御多幸をお祈りし、お礼の御挨拶といたします。 

 

山口県立下松工業高等学校    

野球部後援会会長 藤 井  勝 

            校 長 大田 真一 

       野球部部長 河野 将弘 

※この度、個別にお礼の御挨拶ができなかった皆様におかれましては、大変失礼ながら、本通信を

もちましてお礼の御挨拶とかえさせていただきます。 

令和 4年 12月 20日 

【第７号】 
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名前 出身中 投/打 ポジション 目　　　　標 目標体重

江原 俊太 周　陽 右/右 投手 チームでコントロールが1番の投手、打者としてはミートが上手な打者になる。 ７５ｋｇ

大木 悠矢 岐　陽 右/右 外野手 走り込みで下半身を強くし、鋭い打球を打てる打者になり、盗塁の技術も向上させる。 ７０ｋｇ

大谷 獅音 太　華 右/右
二塁手

（遊撃手）
厳しいトレーニングで精神力と体力を鍛え、夏の大会で力を発揮できるようにする。 ６５ｋｇ

奥田 透晴 太　華 右/左
二塁手

（三塁手）
冬トレで下半身の強化に取り組み、チームの中で1番打ち、相手投手に嫌がられる打者になる。 ６０kg

奥田 優斗 桜　田 右/左
三塁手
（捕手）

走り込みを欠かさずに下半身を強化し、体を絞って軽快に動けるようにする。 ６５ｋｇ

末岡 功大 浅　江
（周南ボーイズ）

右/右
投手

（三塁手）
冬トレで走り込みを増やし、球速をMAX138km/hまで伸ばす。また、打てるバッターになる。 ６５ｋｇ

末永 陽門 末　武 右/右 外野手 走り込みをして下半身を鍛え、長打も打てる足の速いセンターになる。 ６０kg

寺河内 健太 浅　江 右/右 捕手 走り込みを頑張り、下半身を鍛えて長打力のあるバッターになりチームに貢献する。 ６５ｋｇ

濵中 翔太 岐　陽 右/右 外野手 練習に対する意識を高く持ち、心身ともに強くし、何事にも全力プレーをする選手になる。 ６５ｋｇ

安田 智陽 下　松 右/右 外野手 走り込みなどで下半身強化、振り込みでスイング力を鍛え、3割を超えるバッターになる。 ７０ｋｇ


